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Ⅲ．教育実習  ～教育実習事前・事後指導～ 
子ども学科 
髙橋 弥生 

 
 教育実習（幼稚園）は、20 日間の幼稚園実習を軸として、実習の事前指導・事後指導の
授業を 15 回実施する。4 年次に配置された本実習は、これまでの保育所実習及び施設実習
（合計 6 週間）の経験を踏まえ、最終的には卒業後に幼稚園教諭として幼稚園現場に勤務
することが可能な力を備えるための授業である。同時に、これまでの大学での学修による
知識を、学生自身が統合しながら実践に生かし、保育の本質をより深く考えるためのもの
でもある。実習の事前授業では、実習を行うために必要な具体的な知識と技術を学び、実
習に向けた自己課題を明確にすることが中心である。実習の事後指導では、実習での経験
を振り返り自己評価を行うとともに、実習園での評価と自己評価を照らし合わせ、自らの
力を多面的にとらえることができるようにしている。単に失敗を反省するのではなく、幼
稚園教諭になった際に実習経験をどのように生かすことができるのか、という点について
前向きに省察することを目的とし、実習の効果を高めるための授業をしている。4 年次の
最終段階の実習として、理論と実践の往還をしながら教育者としての力を高める授業とし
て位置付けている。 
 
11．．授授業業のの目目標標とと計計画画  
  
（1）「教育実習」 
 教育実習は実習先となる幼稚園の指導に従うことになるが、本学の実習生として経験す
るべきことを実習園に依頼している。実習生は自らの実習のねらい、実習計画に基づき、
日々の実習を行う。本授業におけるねらい、学生の目標は以下の通りである。 
 
①授業のねらい 
 幼稚園教育実習におけるねらいは以下の通りである。 
「最終段階となる実習であるため、これまでの実習や授業を通して学んできた理論と実践
を融合させて、実習に臨む。そのために、自らが責任を持って保育を進めることのできる
計画力、実践力、応用力を身につける。また、子どもに対する理解を一層深め、保護者支
援や地域における子育て支援なども含む保育者の役割を知る。実習後には、実習を考察・
反省し、自らの成果と課題を明確にして、次の実践につなげていけるようにする。」 
 
②学生の目標 
 幼稚園教育実習における学生の目標は以下の通りである。 

1）幼稚園の機能、幼稚園教諭の職務について知る。 
2）幼稚園教育を実践し、幼稚園教諭として必要な知識・技術・感性を修得する。 
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70%

20%

8%

2%

園の先生方の実習生への指導について満足度を教えてください

満足している

どちらかというと
満足している

どちらかというと
不満である

不満である （104件の回答）
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2021 年度 目白大学教職課程 自己点検・自己評価 評価に関する説明 
教職課程センター長  
石 田  好 広 

  
〔〔基基準準領領域域  １１〕〕  
（（１１））基基準準項項目目 11--11  教教職職課課程程にに関関わわるる教教職職員員のの共共通通理理解解にに基基づづくく協協働働的的なな取取りり組組みみ 
 教職課程を持つ学科では、教職課程の目的を確認し、共有している。各学科では、目指
す教員像については、実習担当者が作成している「実習の手引き」等に明記されており、
毎年学科の教員全員に配布している。また、実習担当者間での会議内容についても、学科
会議のたびに他教員に共有されており、目指すべき教員像については常に共通理解が図ら
れているといえる。教職課程に関する各科目の授業シラバスでラーニング・アウトカムを
具体的に明記している。学生はこのラーニング・アウトカムを意識して授業や実習に臨む
ことができた。 
学科の専任および非常勤教員は、日頃より連絡を取り合ったり、非常勤懇話会などを設

定したりして、情報共有に努めている。教職課程目的・目標、育成を目指す教員像につい
ても例外ではない。 
学生に対しては、教職課程教育の目的・目標は、教職科目の履修に関する説明会により

具体的に周知されており、学科の教職課程センター委員及び教務委員やクラス担任などが
協力して助言を行うことにより、学生に理解を深めるように導いている。各授業の初回に
シラバスを通して求められる成果や目的などが伝えられている。しかし、学生の中には科
目の重複など、細かい履修登録の事項に関心の重点が置かれるため、目的・目標の理解が
徹底しているとはいえない。このように、学生によって受けとめに差があることは否めな
い。来年度オリエンテーション時には、教職課程にかかわる教職員が一層協力し、学生が
教職課程教育に対する目的・目標の理解を深めるとともに履修上の留意点を確認できるよ
うにする点は課題である。 
（（２２））基基準準項項目目 11--22  教教職職課課程程にに関関すするる組組織織的的工工夫夫  
教職課程担当教員の中には、教職免許を持った豊富な現場経験を有する専任教員がいる。

そのような教員のノウハウやさらには人脈を通じ、さまざまな教員の優れた実践的経験を
教育に活かしている。また、そういった教員の知識を取り入れるために度々意見交換を行
いながら授業を進めている。 
今年度は教職課程の運営に関する全学組織には、学科から選ばれた委員が構成員として

参加し、学科と教職課程との間で適切な役割分担を図っている。教職課程センターの設置
により、関係学科の教員による教職課程センター委員による会議が年間５回、定期的に開
催された。また、組織内に、カリキュラム・時間割ワーキンググループと教育実習ワーキ
ンググループの２つを設定し、対応しなければいけない案件に対して臨機応変会合を開催
することで、教職課程の円滑な運営を心がけた。教職課程センター委員から学科の教員に
速やかに適切に情報が共有され、共通理解を図ることができた。教職課程センターは新設 
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1 目白大学で取得できる教員免許

教育職員免許状（幼稚園、小学校、中学校、高等学校の教員になるために必要な免許状）は、卒業要件を満たし、教職課程
の所定の科目を履修し、単位を修得したうえで、所管の官庁（本学の場合は東京都教育委員会）に申請することにより、卒業
時に免許状が授与されます（国家試験を受験するのではありません）。所定科目は、教員になるための「基礎科目」と、特定の
教科の教員になるための「教科及び教職に関する科目」（英語教員ならば英語に関する科目）から構成されています。実際の
学校で行う教育実習は、「教科及び教職に関する科目」に含まれます。
本学で取得できる教員免許状は下表のとおりです。

取得できる教員免許一覧 取得できる学科 パターン

中学一種国語、高校一種国語　 日本語・日本語教育学科 （A）

中学一種社会 地域社会学科 （B）

高校一種地歴 地域社会学科 （C）

高校一種公民 地域社会学科 （D）

中学一種英語、高校一種英語 英米語学科 （E）

中学一種中国語、高校一種中国語 中国語学科 （F）

小学校一種 児童教育学科 （G）

幼稚園一種 子ども学科 （H）
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履修のルール
（1）（A）（E）（F）は、それぞれの項目で挙げられている複数の免許を同時に取得する前提で履修してください。

[例]（A）において、高校国語のみ履修し、中学国語を履修しないという履修方法は認められません。中学と高校の教員
免許は、履修しなければならない授業科目の多くが重複しているため、両方の免許を同時に取得できるようになってい
ます。また、実際の就職活動においては、両方の免許を持っていないと不利になることがあります。

（2）複数のパターンを組み合わせて複数免許を取得できるのは、①～②の組合せに限られます。
①（A）と（F）
②（B）と（C）と（D）

（3）教育実習先の確保が難しいため、（F）は単独での履修は認められません。必ず（A）と組み合わせて履修してください。
また（B）（C）（D）は組み合わせて履修することを強く推奨します。

（4） 左ページの図表で取得できる教員免許と学科の組合せになっていない場合は4年間で免許取得に必要な単位をすべて
履修することが難しいので、必ず事前に教務課で相談してください。

免許申請
本学新宿キャンパスの学生に対しては、東京都教育委員会が免許を発行します。この申請事務は本学が一括して行います。

東京都以外にも在住地に申請することができますが、個人申請になります。
なお、免許申請に係る費用は教職課程費には含まれていません。
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【教員の養成の目標（目指す教師像）】

目白大学教職課程の設置は、本学の建学の精神（主師親 / 国家・社会への献身的態度　真理探求の熱意　人間尊重の精神）
を具現化するものであり、その趣旨は、人間尊重の精神を涵養したうえで、人間に関する知識と人間を支援するための技能
を併せ持った教師を養成し、もって21世紀の人間生活がより豊かなものとなるために主体的に貢献できる人材を世に送り
出すことにある。さらに、人間は生涯にわたって成長・発達していく。こうしたことを理解し、その成長・発達を促進させ、
社会に貢献できる人間を育成することが本学の教員養成の趣旨である。

人間学部：子ども学科
保育の本質・目的を理解し、実践能力を伴う幼稚園教諭

１．深い子ども理解のもと、優れた実践能力を発揮する保育者
２．豊かな感性と人間性をそなえ、子どもと保護者に寄り添える保育者
３．社会の一員として責任ある行動をとれる保育者

人間学部：児童教育学科
社会学部：地域社会学科
外国語学部：英米語学科　中国語学科　日本語・日本語教育学科

１．企画・構想者としての教師（教職への強い使命感と誇りを持った教師）
２．支援・援助者としての教師（高い実践力を持った教師）
３．学習者としての教師（広い視野を持った教師）
４．共創の担い手としての教師（現代的課題に対応できる教師）
５．先導者としての教師（教育者としての知見と自覚をもった教師）
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目白大学教職課程履修について（2021年度入学生用）　
認定免許状

（学部において取得できる免許状）
（1） 学部において取得することのできる免許状は、幼稚園教諭1種免許状、小学校教諭1種免許状、中学校教諭1種免許

状及び高等学校教諭1種免許状とする。
（2） 文部科学大臣の認定（以下「認定」という。）を受けている免許状は、別表1のとおりとする。
（介護等体験）
（3）小学校教諭1種免許状、中学校教諭1種免許状の取得については、法令で定める介護等体験をしなければならない。

授業科目及び単位
（授業科目）
（4）授業科目は、教職基礎科目、教科及び教職に関する科目に区分する。
（教職基礎科目及び単位）
（5） 教職基礎科目及び単位は、教育職員免許法施行規則（昭和29年文部省令第26号。以下「免許法施行規則」という。）

第66条の6に規定する授業科目及び単位のことをいう。
（教科及び教職に関する科目及び単位）
（6） 教科及び教職に関する科目及び単位は、免許法施行規則第2～5条に規定する科目区分に従い、人間学部、社会学部、

及び外国語学部において定める。
（7） 教職実践演習（幼稚園）、教職実践演習（小学校）、教職実践演習（中・高）の履修に当たっては、本学指定の「教職課

程履修カルテ」に必要事項を記入しなければならない。

履修
（教職課程の履修登録）
（8） 教職課程を履修登録するには、入学時の教職オリエンテーションに出席しなければならない。2年次以降に新たに教

職課程を履修登録するには、入学生対象の教職オリエンテーションに出席しなければならない。
（9）旧課程に入学した学生が新課程の科目を履修することを認めることがある。
（教職課程の履修手続）
（10） 教職課程の履修手続は、所定の期間内に本学指定の教職課程登録申請書に必要事項を記入し、提出しなければなら

ない。
（教職課程費）
（11）教職課程の授業科目を履修するには、別に定める教職課程費を所定の期間内に納入しなければならない。

体験活動及び実習科目等
（体験活動及び実習科目等の履修要件）
（12） 体験活動及び実習科目等の履修条件は、別表2のとおりとする。但し、留学又は時間割編成の事由に拠る単位未修

得の場合は、この限りではない。又、特別な事情のある学生に関し、現状では履修の条件（GPA＝2.0）に満たない
が、教職希望の意識や資質が高いと考えられる場合、学科の議及び委員会の議を経たうえで履修を許可することが
ある。 

（13） 教員として資質に問題があると授業担当者又は学科により警告された者について、その後改善が見られない者は、
当該学科の意見を聴き、教職課程連絡会の議を経て実習科目の履修取消しを行うことができる。条件を付して履修
継続が認められた者で、その後改善が見られない場合は、教職課程連絡会の議を経て実習科目の履修取消しを行う
ことができる。

（14） 目白大学・目白大学短期大学部学生懲戒規程（以下「学生懲戒規程」という。）により懲戒処分を受けたものについ
ての実習科目の履修取消しを行う。

（15）学生懲戒規程により処分を受けた場合は、教職課程連絡会の議を経て、実習科目の履修取消しを行う。
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免許状の申請及び授与
（免許状の申請及びその手続）
（16） 学部の免許状の申請については、次の全てに該当する学生からの申込みにより、本学で取りまとめて東京都教育庁

へ一括申請する。
1） 教職課程を履修していること。
2） 所定の基礎資格、教科及び教職に関する科目を修得できる見込みがあること。
3） 学士の学位を取得できる見込みがあること。
4）  法令で定める介護等体験をしたことを示す証明書を取得していること。（小学校教諭1種免許状及び中学校教諭1

種免許状を取得する場合に限る。）
（免許状の授与）
（17） 前条の規定により申請がなされた者には、東京都教育庁から免許状が授与される。ただし、次のいずれかに該当す

る者には、授与されない。
1）禁固以上の刑に処せられた者
2）免許状取上げの処分を受け、当該処分の日から3年を経過しない者
3） 日本国憲法（昭和21年憲法）施行の日以降において同憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主

張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した者

別表1

学部 学科

指定を受けている免許状の種類

幼稚園教諭
一種免許状

小学校教諭
一種免許状

中学校教諭
一種免許状

高等学校教諭
一種免許状

人間学部
子ども学科 ○

児童教育学科 ○

社会学部 地域社会学科 ○ 社会
○ 地理歴史
○ 公民

外国語学部

英米語学科 ○ 英語 ○ 英語

中国語学科 ○ 中国語 ○ 中国語

日本語・日本語教育学科 ○ 国語 ○ 国語
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別表2

体験活動及び実習科目等の受講の条件

１　 小学校体験活動(事前事後指導含む) 
の受講条件（小学校免許） ①【卒業要件単位数】31単位以上修得していること。

２　 介護等体験実習(事前事後指導含む) 
介護等体験実習　中学・高等学校（事前事後指導含む） 
の受講条件（小中高免許）

①【卒業要件単位数】62単位以上単位修得していること。
② 中高免許の教職課程履修者は、 

履修前年度秋学期終了時の累計GPAが2.0以上。

３　 教育実習 
教育実習　小学校(事前事後含む) 
教育実習　中学・高等学校（事前事後指導含む） 
の受講条件（幼小中高免許）

①【卒業要件単位数】93単位以上修得していること。

② 【基礎資格】教職共通科目８単位すべて単位修得していること。

③【教員免許取得に関する授業科目】
教育実習
教育実習　小学校（事前事後指導含む）
教育実習　中学・高等学校含む（事前事後指導含む）
教職実践演習（幼稚園）
教職実践演習（小学校）
教職実践演習（中・高）
上記科目以外の必修科目（選択必修科目を含む）単位を
すべて修得していること。

４　 教職実践演習（幼稚園） 
教職実践演習（小学校） 
教職実践演習（中・高） 
の受講条件（幼小中高免許） 

①教育実習
教育実習　小学校(事前事後指導含む)
教育実習　中学・高等学校含む(事前事後指導含む)
上記科目を履修中、あるいは履修済みであること。
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2021年度入学生　4年次教育実習受講のためのその他条件

教科名等 免許ごとの条件

英語科
基準とされる英語力
3年次1月末までにTOEIC (TOEIC IP) 470点以上 
または英検（英検CBT及び英検S-CBT含む）2級以上

国語科

３年次９月末までに日本語検定３級または漢字検定２級を取得すること。
（４年次夏までに日本語検定２級または漢字検定１級を目指すこと）
中学校教材レベルの古典文学を教えられる学力を有すること。
これについては３年次の秋学期中に所定のテストに合格すること。

（テストについては２年次に連絡する）

中国語
教育実習履修の条件である

「中国語科教育法１」「中国語科教育法２」「中国語科教育法３」は別途定める所定の単位を修得
していることが履修の条件である。＊1

社会科 ３年次終了までに、地図地理検定（一般）に合格、もしくは、歴史検定の準３級以上
（日本史・世界史は問わない）を取得していること。

小学校
３年次終了までに、公的機関でボランティア体験または臨地研修の単位修得をしていること。
３年次終了までに、漢字検定２級以上を取得していることが望ましい。
３年次終了までに、英語検定準２級以上を取得していることが望ましい。

幼稚園

教育実習指導の事前指導において、未提出物、提出遅れがないこと。
教育実習指導の事前指導において、授業態度等に問題がないこと。
履修可能な幼稚園教諭免許必修科目を全て履修していること。
必要に応じて教員と面談を行い、実習に向けての意欲、態度、健康管理において問題がないと
確認されていること。
そのほか、「実習の手引き」に記載された教育実習に関する諸規定を満たしていること。

＊1 ・ 「中国語科教育法1」を履修するために必要な単位修得科目
 「中国語1A（作文）」「中国語1B（作文）」「中国語2A（読解）」「中国語2B（読解）」「中国語3A（会話）」「中国語3B（会話）」

・ 「中国語科教育法2」を履修するために必要な単位修得科目
 「中国語科教育法1」「中国語1A（作文）」「中国語1B（作文）」「中国語2A（読解）」「中国語2B（読解）」
 「中国語3A（会話）」「中国語3B（会話）」「中国語4A（作文）」「中国語5A（読解）」「中国語6A（会話）」「中国語学概論A」

・ 「中国語科教育法3」（3年春）「中国語科教育法4」（3年秋）を履修するために必要な単位修得科目
 「中国語科教育法1」「中国語科教育法2」「中国語1A（作文）」「中国語1B（作文）」「中国語2A（読解）」「中国語1B（読解）」
 「中国語3A（会話）」「中国語3B（会話）」「中国語4A（作文）」「中国語4B（作文）」「中国語5A（読解）」「中国語5B（読解）」
 「中国語6A（会話）」「中国語6B（会話）」「中国語学概論A」「中国語学概論B」

＊   中国語で免許希望者は、原則国語の免許状も取得してください。 
中国語で教育実習することは極めて困難です。
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共通注意事項
 （1） 留学した学生及び編入生の教育実習等受講の時期について 

（小学校・中学校・高等学校免許の場合）
教育実習は「小学校体験活動（事前事後指導含む）」（小学校免許の場合）及び「介護等体験実習（事前事後指導含む）又は
介護等体験実習 中学・高等学校（事前事後指導含む）」「教育実習　小学校（事前事後指導含む）又は教育実習　中学・高
等学校（事前事後指導含む）」を必ず履修すること。
なお、同一学年次に「小学校体験活動（事前事後指導含む）」及び「介護等体験実習（事前事後指導含む）又は介護等体験
実習　中学・高等学校（事前事後指導含む）」、「介護等体験実習（事前事後指導含む）又は介護等体験実習　中学・高等
学校（事前事後指導含む）」及び「教育実習　小学校（事前事後指導含む）又は教育実習　中学・高等学校（事前事後指導
含む）」を同時に履修することは認める。
但し、履修の順序については、原則として先述した順序を遵守すること。
※ 4年次に「介護等体験実習（事前事後指導含む）又は介護等体験実習　中学・高等学校（事前事後指導含む）」及び「教

育実習　小学校（事前事後指導含む）又は教育実習中学・高等学校（事前事後指導含む）」を同時に履修する場合、「教
育実習　小学校（事前事後指導含む）又は教育実習　中学・高等学校（事前事後指導含む）」の教育実習期間は原則と
して秋学期とする。

（2） 体験活動及び実習を辞退する場合の事務手続き 
教務課（教職担当）に必ず辞退する旨申請する

（3） 体験活動及び実習にあたっての生活指導面 
体験活動期間、実習期間、教員採用試験等就職活動期間及び平素より心掛けること

①望ましい身だしなみ
• 頭髪：清潔で自然な色であること（生来の茶髪は許容の範囲とする。）
• メイク：ナチュラルなメイクであること
•  服装：清潔で社会人として相応しいもの 
（原則としてスーツ着用。男性は白のワイシャツにネクタイ、女性は白の無地のブラウス等を着用する。）

• バッグ：有名ブランドものは避ける。ビジネス用のバッグを使用する
• 爪：短く切っておくこと。付け爪、ネイルアートは不可
• 装身具：指輪、ピアス、ネックレス等のアクセサリーは不可
• 靴（通勤）：社会人としてふさわしいもの。女性は中ヒールのパンプス
• 靴（上履き）：運動靴（白を基調としたもの）
• サングラス・カラーコンタクト：着用しない（身体的理由がある場合を除く。）
• 喫煙：小・中・高等学校内は全面禁煙
• その他：香水、オーデコロン等、においの強いものは使用しないこと

②体験活動及び実習中ならびに日常の授業態度として望ましくないこと
• 無断欠席、正当な理由の無い遅刻
• 授業中の携帯使用（電話番号・メールアドレスを生徒に教えない。）
• トイレ・体調不良以外の入退室、その他著しく授業の進行を乱す行為
• 着帽・必要以外の飲食
• 授業観察中にみだりに生徒に話しかけること
• 児童・生徒との個人情報の交換（電話番号、メールアドレス、ライン等）
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